
市民と市長の対話集会「スマイルトーク」議事録要旨

質問NO 質問タイトル 参加者質問要旨 市長回答要旨 開催地区NO 開催中学校区

1 キャリア教育による企業誘致と移住促進
について

税収確保には移住者増が必要だが、就職の選択肢が狭く
雇用先も限られている。企業と提携したキャリア支援
や、Uターン者のための副業支援等のプロジェクト化を
進めてほしい。

キャリア教育や雇用の受け皿不足の重要性は認識してい
る。市内高校での企業紹介や、高校生向け企業説明会な
どを実施しており、引き続き模索していきたい。

4 生目中

2 高次脳機能障害の医療体制について 高次脳機能障害の診断やリハビリに対応できる医師が県
内にほとんどおらず、患者が孤立している。心を寄せて
くれる医師と繋がりたいので、市として支援をお願いし
たい。

適切な診断ができる機関や専門医が非常に限られている
問題を改めて痛感した。すぐに医師を確保することは難
しいが、課題を認識した上で市・県として何ができるか
考えていきたい。

4 生目中

3 耕作放棄地と土地利用規制について 耕作放棄地が多く雑草が生えて困っている。厳しい土地
利用規制を緩和し、使いやすい方向に政策を打ってほし
い。

土地利用規制は国の法律の縛りが強く市の判断で変更で
きないが、国会議員とも課題を共有していく。耕作放棄
地については、引き続き担当課と対策を考えていく。

4 生目中

4 生目地区の将来像について 生目の将来の願望を、もし青写真があれば聞かせてもら
いたい。

農業やスポーツ施設、生目古墳群といった、地域が持つ
豊富な資源のそれぞれの良さを活かすまちになるとい
い。

4 生目中

5 小松台地区の高齢者福祉サロンについて 高齢者福祉サロンを運営しているが集会所がなく個人宅
で開催している。今後の引き継ぎや暑さ・寒さ対策のた
め、会場を借りてサロンを続けられるよう支援してほし
い。

新しい施設は難しいため、既存のものを利活用するしか
ない。集会所不足は地域事務所も把握しており、何かで
きることがないか一緒に考えていきたい。

4 生目中

6 避難所のトイレ整備等について 避難所（小松台小）の簡易トイレ設置場所が地域に浸透
していない。万一に備え、PTAや住民と連携した地域特
性に応じた避難訓練を進めてほしい。

避難所の設備や共通理解の徹底は不可欠。今後は地域事
務所や危機管理部が、事前の防災体制を地域と一緒に構
築していきたい。

4 生目中

7 防犯カメラ補助について 昨今の凶悪事件や詐欺への有力な防止策として、防犯灯
だけでなく、防犯カメラの設置に対しても市からの費用
補助を導入してほしい。

市域が広く多額の財政負担がかかるため全域設置は難し
い。設置場所にメリハリをつける手法も含め、将来的な
選択肢として考えておきたい。

4 生目中

8 宮崎市のPRについて スポーツだけに限定せず、宮崎の温暖な気候を活かした
アミューズメント等も絡め、全国から広く稼げるような
街づくりを検討してほしい。

今後も県としっかりと連携を図りながら、これまでの取
り組みをさらに充実・発展させていきたい。

4 生目中

9 子どもの居場所への支援について 放課後プレイパークを運営しているが、助成金の見込み
がなく来年度からの開催が未定。新しい宮崎市のモデル
として、予算化などの力添えをしてほしい。

担当課で実施団体から話を伺うなど、今回のご意見を共
有し地域の状況把握に努めたい。

4 生目中

10 認知症等の高齢者介護について 両親の介護で素人では対応できず、地域包括支援セン
ターに相談しても対応に限界があった。介護を担う市民
への今後の支援をどうするのか教えてほしい。

自宅で暮らしたい方をしっかり自宅でサポートできる体
制を整えていくのが重要と考えている。今回の貴重なご
意見も参考にしたい。

4 生目中

11 神話の普及活動について 宮崎の神話を伝えるため、自費出版した絵本やDVDを学
校等に寄贈しようとしているが、教育委員会の手続きに
時間がかかっている。

学校への寄贈の手続きについて、教育委員会に状況を確
認し、担当課から連絡させる。

4 生目中

12 コンポスト等の補助金申請について 生ごみのコンポストの補助金をスマート申請したが、決
定通知書が紙で郵送されてきた。郵送の手間や費用を省
くため、メール等でペーパーレスにしてはどうか。

デジタルを活用した省力化・低コスト化は非常に大事。
ペーパーレス化に向けて検討していきたい。

4 生目中

13 生目古墳群および青島の観光振興につい
て

生目古墳群の発展のため、ブランコやツリーハウス、
キャンプ場等を整備してはどうか。また、青島に海外の
ような桟橋を作り、エンタメや土産物店を集積させては
どうか。

生目古墳群の魅力向上について、職員と現地確認してど
んなことができるか考えたい。青島についても県や民間
企業との計画が進んでおり、いただいたアイデアも参考
にしたい。

4 生目中

14 生目地区の防災について 交流センターでの防災講習会で熱中症の恐れがあったた
め、早くエアコンを設置してほしい。また、災害時の避
難所としてマンホールトイレの設置もお願いしたい。

学校体育館への空調設置を優先しており、交流センター
はその後の検討となるが、地域の要望として承る。マン
ホールトイレの件は当時の経緯を確認し、各避難所に適
したトイレの確保を考えたい。

4 生目中

15 外国人労働者受け入れについて 労働力不足に対し、賃金を上げるなど労働環境を改善し
て日本人が働きやすいシステムを作るべき。外国人が増
えすぎると教育や医療等で問題が起きるのではないかと
懸念している。

日本人が希望する仕事に就けるようイメージギャップを
埋めるなどの就労支援は大事。市内の外国籍住民はまだ
少数だが、今後地域と調和して安全に生活できるよう国
際政策課として取り組みを進めていく。

4 生目中

16 移住促進とシティプロモーションについ
て

宮崎市に移住する際に企業の選択肢が少ないと感じた。
観光客にとっても交通手段が少なく、県外への宮崎市の
魅力発信も弱いように感じるため、取り組みがあれば教
えてほしい。

東京・大阪・福岡での移住支援制度の紹介や、ふるさと
納税の返礼品へのシティプロモーション用パンフレット
同封などを行っている。よりインパクトがあり、多くの
方に伝わるシティプロモーションに努めたい。

4 生目中


